
決算審査で審査する事業の選定方法について 

 

令和４年３月２３日 

 

 今年度から決算審査で審査する事業の選定に関して、議会として関与することとなり、次のと

おり対応したが、来年度も同様に取り扱うこととする。 
 
≪決算審査の対象事業の選定方法≫ 

 事前に執行部から、審査対象の決算年度の全ての事業、そのうち決算審査で報告予定の

事業がどれかわかる一覧資料を提出していただき、当該年度の議案説明資料等を参考に

各分科会において確認し、必要に応じて報告事業の追加等を依頼する。 

 その際、審査に要する時間や執行部の負担を配慮し、事業量が過大とならないよう主査

が一定の調整を行う。 
 

※公営企業分科会は全ての事業を報告予定であり対象外 

 

【追加事業の選定の流れ】 

時 期 内     容 

６月中旬 〇執行部から決算審査対象事業リストの提出※を受けて、主査から各委員に

追加等希望事業の照会を実施（対象は所属分科会所管の事業のみ） 

 ※様式は別紙のとおり 

６月下旬 〇各委員が追加等希望事業について理由を付して回答 

７月上旬 〇各分科会で追加希望事業を決定（分科会を開催して検討、又は主査一任） 

※希望理由を考慮しつつ、審査時間や執行部の負担が過大とならないよ

う主査が調整（令和３年度と同様に各分科会の追加希望は 10 事業程度

を目安とする） 

〇執行部に追加等記号事業を提出 

 

 

【参考】令和３年度の実績 

分科会名 総事業数 
執行部による 

当初事業数 

議会による 

追加等事業数 

最終審査 

事業数 

総務教育 ３１９ ８４ ４ ８８ 

福祉生活 ５０２ ７２ １２ ８４ 

農林水産商工 ４１３ ６４ １０ ７４ 

地域づくり県土警察 ５３７ １１１ ５ １１６ 

合  計 １,７７１ ３３１ ３１ ３６２ 
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